
第３学年 研究のまとめ

１ 指導計画の工夫 ２ 指導過程および指導方法の工夫 ３ 評価の工夫

①グループの実態に応じた指導計画の ①課題提示の工夫 ①一人一人の考えや学習状況を知る工夫

作成と見直し ○課題の内容を吟味し課題提示を工夫し ○段階をスモールステップに分け，形

Ｇ ②学び直しの時間の設定 た。 成的な評価を多く取り入れることで

○レディネステストを行い，実態を ②自力解決に導くために工夫 個に応じた支援ができた。

掌握し，必要な部分は復習をさせ ○具体物やプリント等の工夫と活用 ②学びの振り返り

３ てから学習に入る。 ③時間配分の工夫 ○単元の学習が終わった後も，指導を

○単元のまとめの時間を，十分に確 ○各時間，一斉指導と個別学習の時間配 継続しながら定着を図った。

保する。 分を工夫し，学習の習熟，定着を図っ

た。

①グループの実態に応じた指導計画の ①課題提示の工夫 ①一人一人の考えや学習状況を知る工夫

作成 ○色分け，マーク，アンダーライン等の ○机間指導の重視と毎時間のノート・

②学び直しの時間の設定 視覚に捉えさせることで，題意の理解 プリントの点検し，一人一人の学習

○レディネステストの結果から，既 を容易にすることができた。 状況を見取り，個に応じた支援がで

習事項の復習時間を設定したこと ②自力解決へ導くための工夫 きた。

で，スムーズに本単元の学習に入 ○具体物・半具体物の操作活動や学びの ○座席表に考えや理解度を記録するこ

Ｇ ることができた。 タイプ別のヒントカードを与えた。 とで，個々の理解度や問題解決の方

▲個に応じての補充学習に取り組む ○ノートの活用を重視し，絵や図を描い 法を把握し，個に応じた支援ができ

時間が足りなかった。算数の時間 て，じっくり筋道を立てて考えさせた た。

２ 以外に設定することは，困難だっ り，自分の考えをまとめさせたりする ②学びの振り返り

た。 ことができた。 ○プリントやテスト，ノートの記録を

○小単元が終わる毎に習熟の時間を ③学習速度に対応するための工夫 累積することで学習の定着を図るこ

設定し 定着を図ることができた ○学習速度の速い児童に対しては，複数 とができた。， 。

の考えを導き出すよう助言をしたり習 ▲感想等自分の学びのふり返りの時間

熟プリントを活用させたりした。その の確保が難しかった。

間，個別指導を要する児童の支援にあ

たることができた。



夫①グルーープの実態に応じた指導計画 ①自立解決へ導くための工夫 ①一人ひとりの考えや学習状況を知る工

の作成 ○「図に表してから立式し自分の言葉で ○机間指導の重視と毎時間のノート・

○単元の最後に，応用・発展問題を 説明する を繰り返し行わせることで プリントの点検から，一人ひとりの」 ，

位置付けることで，学習内容の理 論理的な思考を身に付けさせることが 学習状況を見取り，個に応じた支援

解を深め，興味を深めることがで できた。 ができた。

Ｇ きた。 ②学び合いの工夫 ②学びの振り返り

○学習カードを利用して自分の考えをま ○単元の学習を振り返らせることで，

とめて発表させことで，学び合いを深 自分が分かったこと，分からないこ

１ めることができた。 とを自分自身で明確にすることで，

○問題を作らせて，お互いに吟味し合う 自分の頑張りや足りなさを自己評価

ことで，より発展的に単元を扱うこと できた。

ができた。

▲学び合いの中で，自分の考えをまとめ

たり，友達の意見と比較したりするこ

とで違いに気づくことができるように

なったが，自信を持って相手に伝える

という点では，引き続き指導が必要で

ある。

○ 成 果 ▲ 課 題


